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『のじり苑』新聞

認知症対応型グループホーム

気温も少しずつ上がり春へと近づきつつある今日この頃、皆様いかがお過ご

しでしょうか。

今月３日のひな祭りには、利用者様の家族が手踊りを披露して下さる予定に

なっています。利用者様に楽しんでもらえると嬉しいです。

それでは今月の「のじり苑」新聞をお楽しみください。

２月

お誕生日会
佐藤 照光様 ８６歳 工藤 みんこ様 ９２歳

２月２６日で８６歳になられました。

朝に、今日は何日か尋ねると２６日。

何の日かの質問には無言のままエヘヘ・・と

照れ笑いが見られていました。

午後になり誕生会の準備をしていると早々に

自室に戻られてしまいました。

とっても恥ずかしかったようです。

無言ですが、とっても笑顔の素敵な佐藤様。

これからも元気にたくさんの笑顔を見せてく

ださい。

佐々木

２月２７日、９２歳になられました。

９２歳になった事を伝えると、とても驚かれ

ていました。

誕生会の最中も感極まり、涙を流され何度も

ありがとうございますと言って頂きました。

こちらも嬉しい限りです。

いつもいつも調理手伝い、洗濯たたみなど、

意欲的に手伝って頂き、職員一同とても助かっ

ています。

これからもたくさん民謡を聞かせて下さい。

佐々木
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今月の行事予定

節分

本日、両ユニットで節分の豆まきが行われました。

両ユニットでの行事は久しぶりだったため、

何が始まるの？と皆さん不思議そうな顔をされていました。

鬼には男性利用者様が立候補され、皆様から豆が・・・・

その後には、年の分豆を食べないといけない！と

中には、私は１８個だから！なんて声も聞こえてきました。

食べたらやめられないとたくさんの量の豆を食べていた利用者様

もいました。

のじり苑の鬼は退治することができました。

今年も良い年になりますように。

佐々木

バレンタインデー

男性の利用者様が２名いるので職員間で

「何をあげよう？」と話し合い。そこで決まった事が、

女性の利用者様にホットケーキを焼いてもらい職員がチョコペンでメッ

セージを書くことになりました。

焼きながら「昔はこんな行事はなかった。今の時代はお金がかかるな

～。若い頃にバレンタインデーがあったらお父さんに渡してみたかっ

た」等会話が途切れることなくあっという間に出来上がり。

男性の利用者様が出来上がったお菓子を見て頬が赤くなり

「何歳になってもうれしいもんだな」と言ってくれました。

小野

●６日

木立たま様 ８８歳お誕生日会

●１９日

松尾キサ様 ９２歳お誕生日会

●２１日

宮本トヨ様 ８２歳お誕生日会

●３日

ひな祭り 手踊り

●１４日

ホワイトデー

認知症への理解

認知症の方は感情表現がとても豊かであり、不快な場合だけでなく、何かに感動したり嬉しいと

きにも感情を率直に表現します。

むしろ健康な人よりも感受性が豊かです。

小さな野の花に感動したり、些細な出来事で涙を流したり、自分に対する好意に全身で喜びを表

したり、周囲の人の心を和ませてくれることもあります。

認知症の方は、豊かな感情があるのだということを理解してください。

人間が思う素直な気持ちを思ったままに表現するのは、とても素晴らしいことだと思います。

神 拓摩


